
安全な住宅建築

住宅設計という日常業務の中で「火災に対

する安全性（防火）』 を考える時，同時に並

行して配慮しなければならない事の一つに，

その住宅内で起り得るであろう危険性を洞察

し，繰り返し行われる生活者の習慣や行動，

生活動作を妨げる障害筒所をつくらない様に

設計計画する事の重要性が問われます。

ともすると，形やバランス・芙観といった

デザイン性が優先されてしまう場合があり，

設計軒として注意しなければならない問題だ

と思われます。と申しますのは住宅火災によ

る死傷者の大部分が高齢者であること，そし

て。その高齢者のほとんどが身体に何らかの

不自由があったとい う統計上の結果から見

て，避難方法を考える以前に，身体不自由と

なるかも知れぬ要因を，せめて住宅内からは

取り除く事が最前提の条件だろうと思われる

からです。

建設省・厚生省でも高齢者の住みやすい住

宅増改築の提案や介護機器相談貝制度を活用

して，『高齢化対応住宅リフ ォーム』に対す

る研修等を行っているようですが，ハンディ

キャップを持つ人の条件を配慮した住宅が，

特別なものではなく一般的標準仕様として認

識されて行く事が，住宅全体の質の向上を計

る事になるのではないかと思われます。高齢
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者や障害者にとって住み良いという事は，一

般健常者や若者にとって も良い筈だからで

す。また，一方，火災を起す例が，一人暮ら

しの高齢者に多いという事を考えると，この

問題は単に住宅一戸一戸についての防火や危

険性の回避という事だけではパーフェクトな

解決にはならない訳で，福祉社会の実現は防

災の意味からも急務だと言 わねばなりませ

ん。

総人口の14％を65歳以上の人達が占めた場

合を高齢社会と言う訳ですが，我が国は肚界

のどの国よりも急速にこの高齢社会を迎える

事になり，高齢者に対するケアーは，危険の

ない住宅や防災の設備・機器の充実といった

ハード而ばかりでなく，それも当然の事です

が,同時に必要なのが人によるケアーの問題，

ソフト・ウェアーを如何にするかだと思われ

ます。そこで福祉行政政策やプロによるケ

アーを望む前にすぐに出来る事が，先ず家族

同士，次に隣り近所・地域が密にコ ミュニ

ケーションを計る事だと思われます。例えば

一人暮しの高齢者がいる事を隣り近所で把握

して，なにかと様子をうかがう習慣が出来れ

ば，福祉と共にそれがすぐに防災に繋がるの

だと思われます。

ここに来て昭和30年代からずっと続いた核
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家族化が，親の土地にリターンして，２世帯

住宅を建て定住する例となって増えつつあり

ますが，地価高騰が招いたこの現象が，その

地域に永く住み続けざるを得ないこととし

て，自分の街や人々を大切に考える現象に発

展すればと思います。

リ ターンして再び住む土地は，当然都市化

が進み，人口密度も増し，建物 も密集化して

いる訳で，それだけ災害時の危険性や発生確

率もふくらんでいて，制約を種々受ける環境

に変化している筈です。条件が厳しくなれば

なる程救われる道は，近所が繋がって，仲良

く，地域全体を共に守っていく事だと思われ

るのです。個人佃人・各家庭が別々で接触が

ない場合は,みんなが勝手な生活をする訳で，

それを統制する為にはますます規則や制約が

強まる結果になります。そうなった時，先に

建物の設計時にともするとデザイン性ばかり

が優先される恐さを述べましたが，それと同

じ事が防災という面にも言えるのではないか

という一つの懸念があります。

それは防災とい う言葉ばかりが強調され

て，大切な生活の豊かさが犯されてしまう事

への心配です。例えば，住宅内から燃えるも

のを一掃してしまおうといった方向に進んだ

り，高齢者に禁煙を強要したり，といった行

き過ぎた施策がとられる事への懸念です。あ

くまでも，豊かな精神生活が続けられるとい

う大切さの上に，防災は考えていかなければ

ならないと思われます。

r安全な住宅建築』の仔細については，戸

建て木造住宅（二世帶住宅を含む）と集合住

宅（主としてコンクリート造り集合住宅）と

に分けて述べたいと思い ます。

戸建て木造住宅の安全性について

ご承知の通り，都市の住宅敷地は高騰する

一方で，必然的に土地は細分化され，広さは

価格に反比例して狭小化しています。敷地が

狭ければ，建ペイ率・容積率目いっぱいの建

物にしたいのは人情で，従って隣地との間隔

は，住宅地における民法上の50cm すらとれ

ない状況になってきて居ります。こうなると

当然,火災時の避難上の支障に直結する訳で，

戸建て住宅ですら二方向避難があやぶまれる

のはなんとも悲しい現実です。そこで，せめ

て隣地との境にコンクリートブロックの塀を

めぐらすのはやめるよう，設計者として もす

すめて居りますし，道路境界については，行

政の方針としても植栽に補助金制度がとられ

る地域が多くなりました。

r庭のある家』は，先ず郊外に出ない限り

間待出来ないとなると，住宅の設計に当って

建主側のたっての要望は，採光と騒音からの

逃れ，それに窓からの景色が少しでも良いよ

うにという点にあります。これは設計側とし

ても当然大切にしたい課題で,近頃流行の「逆

転プラン」（注）をすすめる例が多くなります。

（注） 逆転プラン→生活の主な居住区を２階に

配置する。居間やキッチン・サニタリー部

分などを２階にプランし，従来２階にあっ

た寝室・子供室・納戸等を１階に配置した

プラン

逆転プランをとった建物を災害時の避難と

いう点から考えて見ると，無防備である就寝

時は１階に居るという点から有利であるし，

何より火災の大きな発生源の多くが２階に位

置するというメリットがあります。従って逆

転プランをとった場合は，出来るだけ火元は

２階に集中させる計画が良いと思われます。

浴室を２階に設計する事を，これまでは防水
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上の点で避けて来た嫌いがあり ますが，ユ

ニットバスの普及と防水工法の進歩で楽に設

世出来るようになったという事もメリットだ

と思います。浴槽の湯の管理や，子供だけで

入浴させる場合の事を考えても，同フロアー

に家族がいる事が大切だと思われます。それ

から種々の制約で実行出来ない場合も多いの

ですが，逆転プランの場合，玄関もなるべく

２階に配置したい点です。道路側から，直接

外階段をとおって玄関にアプローチさせる方

法にすると，当然内階段との二方向避難が考

えられるからです。

逆転プランの今一つの良い点は，耐震的な

建物となるという事です。２階を居住区と考

えると，大きな部屋（リビングルーム等）は

２階に配置され，間仕切の多い部分が１階に

やって来るという点で，建物の強度を計る意

味から有利ですし，２階にあるリビングルー

ムは屋根なりに傾斜天井にしたり，トップラ

イトをつけたりして，より大きな明るい部屋

として，面白い空間の演出も可能な事になり

ます。当然，冬は暖かく暖房費の節約になり

ますが，逆に夏場の屋根面からの輻射熱を考

えると断熱には充分な配慮が必要です。

二世帯住宅の安全性について

先にも述べました様な親子で住む二世帯住

宅の設計依頼が，私共のところにも増えて参

りました。土地の有効利用という点が二世帯

住宅建設の基因になっている訳ですから，別

棟状に渡り廊下で継ぐスタイル等は計画上無

理な場合が多く，一つの建物をどのように親

世帯と子世帯が分割区画して住むかが問題と

なって参ります。

設計側としては，なるべく二世帯の出合い

の機会を多くして，かかわり合って生活して
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ほ しい とい う希 望 はあ る ので すが … …。 現 実

の ケ ー スで は， そ の ほ と ん どが な るべ く 分 離

し た形 が 要 望 と して 出 さ れ ま す。

上 下 階 に よる 分 離 型 で も， 玄 関 を ２ヵ 所 設

吐 し た メソ ネ ッ ト型 で も， 計 画で 一 番 大 切 に

し たい の は ， 二 方 向 避 難 路 の 確 保 と災 害時 に

二 世帯 が 協 力 しあ え る か ど うか ， とい う点 に

あ る と思 い ます 。 避 難 経 路 を大 事 に考 え た例

が次の図面です。ご姉弟から同時に２棟各々

の新 築 を依 頼 さ れた 時 の 経 緯 で す 。 図 １ は隣

り合 っ た 二 つ の 敷 地 に ， 各 々 木 造 の ２階 家 が

建 っ て い た 時 の 配 置 で す 。 Ａ 棟 ・ Ｂ 棟 の 間 の

境 界 は ， コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ クの 上 に ス チ ー

ル の 手 ス リ の 付 い た 塀 で 仕 切 ら れ て い ま し

た 。

こ の ２棟 の避 難 路 は， 玄 関 の出 入 口 し かあ

り ませ ん。 各 々 が ， 南 面 の テ ラ ス戸 か ら庭 に

出 る事 は 出 来 て も， そ こ か ら 道 路 に 通 ず る 道

が 確 保 さ れ て い な い 事 と ， Ｂ 棟 の 方 は ど うに

か 東 面 の 建物 に 沿 っ た空 地 を 通 っ て 道 路 側 に

出 る と し て も方 向 は一 方 向 で す。 北 側 は， 通

常 は台 所 か ら出 る 物 （ビ ー ル ビ ン や ゴ ミ 用 ポ

リ バ ケ ツ等 ）で, 通 路 が ふ さ が れ て 居 り ます 。

r安 全 な 住 宅 』 を ２棟 建 設 す る に は ， 真 中

の 境 界 線 が 大 き な 障 害 に な っ て い る 事 に 気 が

つ き ます 。 そ こで 二つ の 敷 地 を ー つ と し て 考

え， 二 世帯 が 一 つ の建 物 の 中 で助 け 合 っ て生

活 す る事 の提 案 を致 し ま し た。

そ れが 図 ２・ ３の 逆 転 プ ラ ンの 家 で す 。 姉

夫 妻 には 子 供 が な く ， 奥 様 が 軽 い 膠 原 病 だ っ

た事 と ， 弟 さ ん の 家 族 に は 屈 強 な 大 学生 が ２

人 控 え て い る 事等 ， ご 高 齢 の お 姉 さ ん夫 妻 に

と っ て は 健康 管 理 を願 う上 に も， 同 フ ロ ア ー

で 通 じ てい て 往 来 出 来 るの はこ の 上 ない 事 で

す。 図 ２ は １階 の 平 面 図 で す 。　１階 か ら は，
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弟さん家族は庭側から道路へ，バルコニーの

下を通ってガレージ側道路へ，副玄関を迦っ

て道路へ，西側境界に沿って北側道路へ，と

多方面に避難路があります。勿論，防犯を考

え，各々の扉には内側開錠です。図３が２階

の平面図です。二家族共，昼間は２階で過し

ます。２階からの避難路は,各々がバルコニー

へ出て避難用鉄骨階段で庭に降り，� 裏木戸

� Ａ棟ガレージ側� バルコニーの下を通って

両方の道路へ, また今一つは,共用の玄関ホー

ルからメインの外階段で北側道路へと，避難

の道はどこからでも可能なように設計致しま

した。

勿論，階段はゆるやかに，各々手スリと広

めの巾員がとってあります。Ａ棟は，浴室以

外は全ての床段差はありません。図４は共用

玄関へのアプローチ部分です（ＲＣ 造）。こ

の例題は比較的条件の良い場合でしたが，特

に高齢者住宅の設計時には，避難経路を第一

優先として考えたいものです。

集合住宅（コンクリート造り）の安全性

集合住宅は，耐火という点では戸建て木造

住宅の比ではないのは当然ですが，使われ方

（住まい方）の点で，より充分な説明・喧伝

が必要と思われます。

高率な闘取りをしようとすると，同型プラ

ンの並列配置が多くなるのですが，この場合

は，妻側以外は室内通気（風通し）が必然的

に取り難いため，玄関ドアーを開け放して，

内側にアミ戸を入れているケースが多く，当

然，防火戸の意味も常閉も守られず，おまけ

に廊下部分の巾貝確保もむずかしくなってし

まいます。風通しを良くしたいのは，生活者

にとって必須の条件で，設計側かプラン的に

解決しなければならないのでしょうが……。

また，設備の面では，急速にバランス型から

外置型（壁掛型）給湯機に変って来た上に容

量的にも16号～24号と大型化して，設置場所

もバルコニー側へと移動しつつあるようで

す。バルコニーは当然，センタク物の干場と

なり,その他空調室外機の置場となったりで，

ここに高熱の排気がされる訳ですが，風に

乗ってセンタク物は移動するので非常にキケ

ンな箇所となりつつあります。また,避難ハッ

チ周辺も，緊急時に容易に使用出来る状態に

はなっていないのが現状です。

「防災」 という事を，r住の貧しさ』が犯

してしまっているのはなんとも悲しい事で

す。この種の問題の解決の為に，これからは

実態データを基に，建設側だけではなく，実

際の生活者の様々な参加を計画の中に入れて

ゆく為のシステムを考えねばならないと思い

ます。

問題の多い集合住宅の種々のトラブルの解

決策を考える事と並行して，設備機器の安全

な使用法の喧伝も大切だと思います。と同時

に，機器そのものの安全性と使用時の操作の

むづかしさを，特に高齢者にわかりやすくす

る為の工夫，また表示の再考，サインの明示

等使い手側に立った改善点は，いろいろ残っ

ていると思います。
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図1　1 日建物の配置状況

コン クリートブロ ッ クの上
に スチ ール のテ スリ塀

図 ４　 共 用 の 玄 関 ホ ール へ の階 段
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道路

図 ２　新築１階平面図

姐略

図 ３　 新 築 ２階 平 面図
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